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平成4年度卒業論文題目一覧表
新井崇子 ゲーテ『ヘルマンとドロテーア』における牧歌性につ
いて
井口 盛司 『ヴィルヘルム・テル』ー一神と自由の理念につい
て一一
池田悦子 『グルム童話集』の成立と神話の崩壊について
石井千晶 シラーの『ドン・カルロス』について一ーポーザ侯爵
を中心に一
泉井かおり ゲーテ『ファウスト」におけるメフィストーフェレス
について
市村美穂 『ニーベルングの指環』について一ー作品内容とそれ
による日本上演の問題点—
井上敦世 ヘルマン・ヘッセ『デーミアン』一生に至る道—
居山倫子 『外国語教育に於ての異文化コミュニケーション問
題』について
大瀕智代美 『グリム童話』におけるモチーフの相違によって起こ
る類話について一ー「十二人の兄弟」「七羽のからす」
「六羽の白鳥」を比較して—
大野麻美 『外国語教授法と言語理解との関連性」について
大村和子 森鴎外と『ファウスト』
小原千恵 Heinrich von Kleistの，，Penthesilea"について
JI I 添真美 中世における外来語のドイツ語化，意味内容の変化の
過程
川原有香 リヒャルト・ヴァーグナーの『ニュルンベルクのマイ
スタージンガー』について一ー作品と受容―
河本典子 レンツの『軍人たち』における社会批判について
北川 貴子 シラーの『たくらみと恋」について一一悲劇の勝者）レ
イーゼを中心に一一
木下尚美 ヘルマン・ヘッセ『デーミアン』一ーヘッセと遠藤周
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作との比較を通じて一一
グレーゴル・ザムザの変身について
「水晶」における「穏やかな法則」とシュティフター
の作品技法と問題点について
ミヒャエル・エンデの『はてしない物語』について
日独文化交流史
『グリム童話集』における残酷性について
フリードリヒ・フォン・シラーの『マリーア・シュト
ゥアルト』における女王エリザベスの悲劇について
『魔の山」にみられる政治的影響
ドイツ語の接続法の歴史的研究
フリッツ・ラングの『メトロポリス』について一ー作
品とその時代状況ー一
E.T. A.ホフマンの『砂男』における不気味さにつ
いて
プレヒトの演劇論・~その理論と実践
アネッテ・フォン・ドロステ＝ヒュルスホフの詩にお
ける客観性と主観性
ハルトマン・フォン・アウエ『グレゴーリウス』と
「哀れなハインリヒ』について
フランツ・カフカの「判決」について
低地ドイツ語方言
文学者，革命家，自然科学者としてのゲオルク・ビュ
ーヒナーの世界観
C. F.マイヤーの詩における「山」について
JIDDISCHの研究
ドイツ語強変化動詞における母音交替の歴史
ヘルマン・ヘッセの『シッダールク』について一ー西
欧思想と東洋思想の融合—
『ファウスト』第一部について一一主な登場人物から
見たファウスト的人間ー一
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中井友香子 二つの世界一一翻訳されたテキストに関する考察（志
賀直哉の『城の崎にて」を手がかりに）
中濱真紀 ゲオルク・ビューヒナーの世界観と『ヴォイツェック』
西原史江 「ヴォイツェック』におけるG. ビューヒナーの世界
観について
布谷 綾 インド・ヨーロッパ語の変遷とゲルマン語の移り変わ
りについて
野田 聡子 フランク・ヴェデキントの『春のめざめ」における性
と日本での受け入れ
萩野正晃 「若きヴェルターの悩み」について—自由に向かっ
て一
濱田 明利 フランツ・カフカの「掟の前で』と短編集『田舎医
者」に含まれる作品との共通性について
馬戸悦子 鵬外とシュニッツラー―--『うたかたの記』と『恋愛
三昧』における愛と死＿
菱田裕絵 Uber Hansel und Gretel 
秀 かおり Gunter W allraffの，，Ganzunten"について
廣岡道子 Uder die Ansichten der Gebruder Grimm uber 
die Marchen in den,,Kinder-und Hausm助rchenヽ
廣部 光 『若きヴェールターの悩み」—恋愛と社会のはざま
で一一
藤井典子 ドイツ語慣用句の暗示的意味についての考察
藤原敏之 フランツ・カフカの『判決』について
古海万智子 Heinrch Heine :Reisebilderより，，Englische
Fragmente"について
古屋華織 テオドール・シュトルムの『水に沈む」試輪
堀畑奈美子 Heinrich Heine : Von den Gedichten fiber die 
Liebe zu den Gedichten uber die Politik-Uber 
,,Buch der Lieder“― 
本多真理 シュテファン・ゲオルゲ「心の四季』について
前原 稔 「マリーア・シュートゥアルト」一マリーアの変容
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について一一
槙原直美 ヘルマン・ヘッセの『ゲルトルート」について一一ーク
ーン，青春の苦悩についての考察―
松本誠次 『ドイツ冬物語』について―ドイツ・ナショナリズ
ムとハイネの闘い一一
水野智美 C. F.マイアーの抒情詩における「水」について
—第 2 章，，Stunde" を中心に一
森田博美 ビューヒナー文学と女性
山崎 香 Virtuose Eranz Liszt 
山 田純子 フランツ・カフカの『判決』と『変身』について
—文体的特徴を中心に-——
山本佐和子 『ダントンの死』について
石川 洋 ゲオルク・ビューヒナー『レンツ』について
渡辺隆秀 『田舎医者」について
山 田 英 『ヘルマンとドロテーア』について
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関西大学独逸文学会 行事記録
0平成4年7月12日
（平成4年4月～12月）
平成4年度総会及び第75回研究発表会
総会議事
1) 会長挨拶 （代行） …………·・・・・・・• •…• ••…...…..・丸
2)編集報告・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..渡
3) 会計報告・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•ニ
研究発表
トーマス・マンの『ファウストゥス博士』について
．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・須
?????
友氏
而氏
や氏
摩 肇氏
講演
帰朝報告『オリエントとアジアの文化的接触」
....................... D.シャウヴェッカー氏
〇平成4年12月21日 第76回研究発表会
会長挨拶・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・•藤
研究発表
》Geist《の用法につしヽて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・芝
カルル大帝のドイツ語・・·…•.....…...・・・•• •…..・・・・・・・・・・高
?
啓 行氏
田豊彦氏
橋輝和氏
（岡山大学）
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「独逸文学」 38号執筆申し込み要領
1. 申し込み方法
執筆希望者は，平成5年1月の総会終了時までに文書で編集委員会に
申し出ること．
2. 原稿について
i)日本文の場合， 論文は本文・注を合計し， 400字詰横書原稿用紙40
枚，別に 500語程度のドイツ文のレジュメを添えること．書評・紹介は
同上用紙20枚， レジュメは不要．ワープロ打ちの場合は横33字，縦31行
で論文は16枚，書評・紹介は 8枚とし， A4版の用紙を使用すること．
ii) ドイツ文の場合，本文・注を合計し， 5000語（タイプ印書）程度，
レジュメは不要．
いずれも完全原稿を平成5年9月10日までに，編集委員会に送付．そ
の際，題目と氏名を日本文・ドイツ文で別紙に記したものを添えるこ
と．
執筆申し込み，論文要旨，原稿送付とも締切り日厳守のこと．なお，
執筆申し込みの際， 「独逸文学」執筆要領を請求の上，これに従って完
全原稿を提出のこと．校正段階での訂正は誤植に限り，原稿の加筆・削
除・修正は行わないこと．
掲載紙面の都合上，投稿原稿の採用の有無については編集委員会ヘ一
任のこと．
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